
再評価結果（平成１６年度事業継続箇所）

中国地方整備局 都市・住宅整備課担 当 課：

担当課長名：石﨑 隆弘

事業名 事業 事業

横田多里線 区分 街路 主体 島根県
よ こ た た り せ ん

起終点 自：島根県仁多郡横田町 延長
に た よこたちょう

至：島根県仁多郡横田町 ０．７km
に た よこたちょう

、 、 、 、事業概要 当事業は 国道314号と横田町中心部を結ぶ幹線道路であり 沿道にはＪＲ出雲横田駅 役場

小学校等があり、中心市街地を形成していましたが、空洞化が進行していました。そこで道路機能の強化

と歩道の整備を行うことにより、目抜き通りにふさわしい道路空間形成を図るため事業に着手した。

Ｈ５年度事業化 Ｓ５０年度都市計画決定 Ｈ６年度用地着手 Ｈ９年度工事着手

（Ｈ５年度変更）

全体事業費 ３１億円 事業進捗率 ５９％ 供用済延長 ０．３km

計画交通量 ５，５００ 台／日

費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 - / 35 億円 - / 54 億円 平成１５年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： /50.3 億円１．５ 事 業 費：- /34.5

億円 走行費用減少便益： /0.8 億円(残事業) 維持管理費：- / 0.7

交通事故減少便益： /3.2 億円ー

事業の効果等

・円滑なモビリティの確保（現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存

在する）

・都市の再生（中心市街地内で行う事業である） 他８項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

町と地元住民は、街づくり委員会の結成やまちなみ景観の統一などの活動により都市空間の形成に努力

し、街路整備を核とした地域の活性化や定住構想への効果を期待して地元の協力体制は整っている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

事業を導入した背景となった社会情勢に大きな変化はない。

事業の進捗状況、残事業の内容等

１工区(H5-H13)、２工区(H11-H17)、３工区(H15-H20)の３工区に分けて順次整備を進めているが、

１工区については、Ｈ１３に供用開始している。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

１工区についてはＨ１１に供用開始し、２工区についてはＨ１６年度の供用を予定している。今年度よ

り３工区に着手し、平成１９年度の完成を予定している。

施設の構造や工法の変更等 特になし

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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